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研究成果の概要（和文）：本研究はブラジル、ペルー、ボリビア、アルゼンチンを対象に関係者とヒアリング、
日本の食を提供する食堂にて参与観察を実施した（治安の悪いパラグアイとウルグァイは除外した）。
主要な成果は、以下の通りである。第一にそれぞれの国での調査地の沖縄県人会を通じ、移民で認識できていな
い年中行事は、世代を重ねるに従い食事の提供が省略されている。通過儀礼は、世代を重ねると認識できていて
も、実施していない。第二に移民先では日系人によって日本食を提供する食堂が普通に立地している。第三に日
本の日常的な食事が移民の中で継承されていた。第四にブラジルセラード開発は大豆のバリューチェーン形成と
なり、産業集積が見られた。

研究成果の概要（英文）：This study employed interviews with related parties and participatory 
fieldwork at restaurants serving Japanese cuisine in Brazil, Peru, Bolivia, and Argentina (Paraguay 
and Uruguay were not included due to public-safety concerns). 
Its main findings are summarized as follows: First, according to Okinawa Kenjinkai organizations for
 people of Okinawan descent in the areas studied in each country, provision of meals has been 
omitted over the generations in annual functions that no longer are recognized in the migrant 
community.  Second, restaurants operated by people of Japanese descent and serving Japanese cuisine 
are common in the countries that were destinations of Japanese migration. Third, everyday Japanese 
cuisine has been transmitted among migrant communities. Fourth, development of the Cerrado region of
 Brazil showed industrial clustering through the formation of a value chain for soybeans.

研究分野： 農業経済

キーワード： 食文化　移民

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、南米に苦労して生活の基盤を築き上げた日系移民において、彼らの出身先で培ってきた年中行事や通
過儀礼を実施しているのか、そこで振る舞われる食事がどのようなものなのかを明らかにした。それにより日系
移民のアイデンティティが確立されているのかを検討した。また、移民の家庭においては伝統的な食文化を次世
代へ継承させているのかを検討した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
ブラジル、アルゼンチン、メキシコに代表される中南米は、この 10 年堅調な経済成長を遂げ

て、経済規模は ASEAN を上回る。北アメリカだけではなく中南米においても日本食ブームが起こ
り、市場規模約６億人を擁しており、経済的な観点から見ると東南アジアを上回る市場がある。
この地域に日本食と日本食材を広めたのは、戦前の国策移住と戦後の計画移住で現地に移り住
んだ日系人と日系食品企業の役割が大きい。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究の目的は、中南米に多い日系移民と日系食品企業を基軸として、日本食のバリュー
チェーンを活用しながら中南米における食品市場特性と今後の日本食の輸出拡大の実践的な方
策を明らかにすることである。さらに日本食が普及することで、中南米で多い欧米型の食事の変
化がもたらす影響について、現地の穀物を軸としたバリューチェーンの変化から明らかにする。 
（２）本研究では研究期間を３つのステップに分けて実施する。日系人が 190 万人（全世界の日
系人の 50％が集中）分布し、日系食レストラン 1,100 店舗、日系スーパーマーケット 100 店舗
があるブラジルと、戦後移住の最大の拠点であるボリビア、日系移民社会において沖縄県出身者
が過半数を占めるアルゼンチンを研究対象国とする。この目的を明らかにするために、３ヵ年度
にかけて段階を経て明らかにしていく。 
 
３．研究の方法 
（１）日本食産業による市場創造活動としてのマーケティングが、どのように現地の文化や生活
に馴染み、消費を促し、産業を形成するファクターとなったのか。日系移民の足跡を時系列的に
（戦前、戦後）時代区分して、ブラジルだけではなく南米における日本食及び日本の食品産業の
動向から分析する。 
（２）中南米における食品市場特性を食品の消費特性と栄養構成要素および栄養水準、栄養課題
の面から分析する。 
（３）中南米移民の送り出し元における食文化の伝承と現在の食生活の実態を分析する。 
（４）沖縄県の食文化の原点を文献サーベイで行う。 
 
４．研究成果 
（１）ブラジル・サンパウロにおける沖縄県出身者の年中行事と通過儀礼の認識と沖縄で見られ
る日常的な食事の継承（研究の方法：（１）、（２）の成果） 
日本人がブラジルに移民した頃の経緯をみると、日本のブラジルへの移民は 1907 年に締結し

た移民契約に基づいて行われた。本稿では、移民社会において日本の主要年中行事や通過儀礼と
そこに供せられる食事のあり方を明らかにする。ブラジルに移民してから沖縄県人はどのよう
にして年中行事や通過儀礼を継承しているのか、そしてそれに付随する食事をどのように再現
しているかを明ら
かにする。 
ブラジルのサン

パウロ市における
沖縄県人が、現時点
において表１にあ
げた出身地の年中
行事や通過儀礼を
如何に認識し、継承
させているのか。ま
た沖縄県独自の食
文化をどのように
継承しているかを
実態調査から探る。 
実態調査の結果

は、以下のとおりで
ある。認識できてい
ない年中行事は、食
事の提供が完全に
省略されている。通貨儀礼については、１世では通過儀礼を認識しているが、実施していないと
いう意外な結果となっている。沖縄県の年中行事や通過儀礼に提供される食事内容は、重箱に入
れて提供される。その中身の料理を沖縄県人たちは（対象者）、調理して提供をしている。対象
者は、サンパウロの地で食材調達ができなくとも代用品を用いて提供している。料理は重箱に入
らないが、沖縄県での食文化をまだ継承できている。 

正月 十六日祭 七夕 旧盆 月見 鬼餅

元日未明に汲む水
の「若水」でお茶

を点じて、仏壇に
供える。親族間の
年始回りをする。

新暦の１月16日は、
先祖のあの世での正
月と考えられてい
る。墓前に、重箱に
詰め合わせた料理を
お供えする。

七月七日にはお
盆が近づいたこ

とを祖霊にお知
らせし、案内を
かける。

７月13日の晩に
ご先祖さまをお
迎えし、14日、
15日と三日三
晩、旧盆祭をす
る。

８月15日の中秋の
名月は、どの家で
も月見の宴をす
る。

12月８日は、鬼
餅をつくって厄
除けの祈願の行
事をする。

誕生祝 米寿

子供が誕生する
と、産飯と称して
ごはんと田むじ汁
（田芋のずいきの
味噌汁）を祝い客
にふるまう。

米寿の祝いであ

り、旧暦の八月八
日に親戚縁者をお

招きして盛大に祝
う。

資料：「日本の食生活全集　沖縄」編集委員会（1988）聞き書き　沖縄の食事、農山漁村文化協会

表１　沖縄県での主要な年中行事と通過儀礼

三十三年の法事カジマヤー

数え歳97歳のトゥシビー祝いであ
る「カジマヤー」は長寿を祝う。
盛大な祝宴に先立って、火の神、
仏壇、床の間にお供えものをして
祝いの報告、これまでお守りくだ
さったことへの感謝をして健康を
祈願する。

先祖の霊のことを、沖縄本島では
「うやふぁーふじまぶい」という。
三十三年忌がすむと、故人は神にな
るという。祖先を前に血縁姻族など
の一族が集まり、墓前または仏前に
たくさんの料理を並べて香を炊き、
泡盛を供して、健康、豊作、一族の
繁栄などを祈る。

年中行事

通過儀礼

清明

中国伝来の行事で、３月の
清明の節に行われる。同姓
の一族が集まって祖先の墓
に焼香し、重詰料理一対、
餅一対、菓子、果物、酒な
どを墓前に供える。沖縄県
であれば春先の一大イベン
トとなっている。

生年祝

正月明けの生まれ年の日に生
年祝がある。13歳、25歳、37
歳、49歳、61歳、73歳、85
歳、97歳の祝である。49歳ま
では家族の祝い、61歳以降は
部落中で盛大に祝う。



さらに沖縄県からブラジルに移民した沖縄県人が移民先において、表２にあげた彼らの出身
地での日常的に喫食される食事を回答者の家庭にて継承できているのかを調査した。聴き取り
時に対象者の家庭において年中行事や通過儀礼のあり方や食事内容についても聴取し検討した。
調査の結果、以下のようにまとめられる。 

アンケートの回答者の多くは、日常的な沖縄料理の喫食機会を十分にとっていた。一方で、２
世以下となると、料理を認識できないものが多くなって、世代を重ねるにしたがい日常的な沖縄
料理を認識できなくなっている傾向にあった。１回目の聴き取りでは、現地の実情に合わせなが
ら年中行事や通過儀礼を実施していた。しかし、料理提供の方法に違いがみられた。日常的な沖
縄料理は品数を多くするが、ブラジルの料理は量を多くする。２回目の聴き取りでは、代々継承
された日常的な沖縄料理は親より子へと世代を通じて料理方法を伝えていることが分かった。
また、年中行事や通過儀礼においても現地で行いやすいように新暦で実施し、現地にアレンジし
て行っていた。 
ブラジルへの移民方法が家族を組織できる者（青柳 1931）および出身地近隣の人たちと入植

したことで、沖縄県人である移民が地域性を理解できていた。沖縄県人の移民方法が、年中行事
や通過儀礼に提供する料理方法の継承につながっていた要因であった。 
（２）アルゼンチン・ブエノスアイレスの在亜沖縄県人会における年中行事と通過儀礼の認識と
沖縄的な食事の現状に関したインタビュー（研究の方法：（１）、（２）の成果） 
南米の移民は今や３世や４世と世代を経て、伝統的な食文化を継承できていると言い難い状

況にある。そこでアルゼンチン特にブエノスアイレスにおける沖縄県からの移民がどのような
食生活を送っているのかを明らかにすべく、在亜沖縄県人会連合会において聴取した。沖縄県は
他の 46 都道府県とは異なる独自の通過儀礼や日常食がある。これらについてもアルゼンチン社
会ではどのように行われ、食事がどのように再現されているのかについてもインタビューした。
以上のことから沖縄県人のなかでどのようにして沖縄県の食文化が継承されているのかを明ら
かにしようとするものである。 
アルゼンチンを代表する都市のブエノスアイレスでの沖縄県人のなかでは、主要な年中行事

を実施することで県民性を忘れないようにしている。同様に通過儀礼であっても、形を変えなが
らも実施されている。また、沖縄県で日常的に喫食されている独特な料理は、インタビュー時に
提示した料理の一部がアルゼンチンの沖縄県人の間で調理されなくなっている。家庭で調理さ
れなくなって時間の経過した料理は、沖縄県人のなかで認知できなくなっている。今後、沖縄県
とは異なった形での年中行事や儀礼における食文化の継承がなされていくものとみられる。そ
して、アルゼンチン社会において同化していくことで日常的な食事も沖縄県らしいものが姿を
消していくものとみられる。 
（３）沖縄県におけ
る食文化継承の実
態についての文献
サーベイ（研究の方
法：（３）の成果） 
今や情報伝達の

速度が速くなり、物
流も合わせて早く
なったことによっ
て、食材の地域性は
薄れ、沖縄県におい
ても画一的な料理
が家庭で提供され
てきている。この成
果では、1990 年か
ら2010年までの伝
統的な食文化の継

ゴーヤー マーミナー タマナ― 豆腐
フーチャンプ

ルー
ソーメン にんじん デークニ ナーベーラー 魚 豆腐 冬瓜

ゴーヤー（苦瓜）と
豆腐を炒め塩や味噌
で味を整えたもの。

マーミナー（もや
し）と豆腐を炒め塩
や味噌で味を整えた
もの。

タマナー（キャベ
ツ）と豆腐を炒め塩
や味噌で味を整えた
もの。

豆腐と野菜を炒
め塩や味噌で味
を整えたもの。

車麩を水で戻し
てから卵に浸し
てフライパンで
炒めたもの。

炒めたそうめんに青
ねぎのを入れたも
の。

にんじんを油で炒め
てから，豚とかつお
の合わせだしで煮る
炒め煮のこと。

大根を油で炒めてか
ら，豚とかつおの合
わせだしで煮る炒め
煮のこと。

ヘチマを中心
に野菜と豆腐
を味噌味で煮
込んだもの。

魚を中心に野
菜と豆腐を味
噌味で煮込ん
だもの。

豆腐と大根を
味噌味で煮込
んだもの。

冬瓜を中心に
野菜と豆腐を
味噌味で煮込
んだもの。

クファ 五穀ヌウブン

細かく切った豚肉や
にんじん，しいたけ
を入れた炊き込みご
飯のこと。

白米に粟やもちきび
を混ぜて炊いたご飯
のこと。

小麦粉で作った麺を
豚だしとかつおだし
を合わせたスープで
つくる麺類のこと。

豚肉のほか，干しし
いたけやこんにゃ
く，たけのこなどが
入った白味噌仕立て
のおつゆ。

豚の脂を搾り取った
あとの脂粕や，塩漬
けした豚肉を水たき
にして米味噌に混ぜ
合わせたもの。

マースとは塩のこと
であり，塩と魚で蒸
し煮するだけの簡単
な料理のこと。

味噌汁には，
チヌ，タマン
などのクセの
ない白身の魚
を使って調理
した汁物。

海草のアー
サーを使用し
た汁物。

表２　沖縄県でみられる日常的な食事内容

資料：松本嘉代子（2018a），松本嘉代子（2018b），（有）編集室りっか（2000），家庭料理友の会（2013），「日本の食生活全集　沖縄」編集委員会（1988）より作成。

チャンプルー（炒め物） イリチー（炒め煮） ンブシー（煮込み）

マース煮 味噌汁 アーサ汁 イマイユの香草焼き

沖縄風豚の角煮ともいわれてい
る。皮付きの豚三枚肉を泡盛と砂
糖，醤油で時間をかけて煮込んだ
もの。

イマイユとは鮮魚のことで
あり，魚の腹の中にウイ

キョウの葉などの香草を多
く詰めてフライパンで蒸し

焼きにする。

ジューシー（炊き込みご飯）
沖縄そば ラフティー イナムドゥチ アンダンスー

食形態

疾病形態

図１　沖縄の社会経済的変化がおよぼす栄養・健康転換のモデル図

資料：等々力・白井（2012）を加筆した。

栄養転換・体重増加 地域の変容：共働き、核家族化、地域における世帯
間の関係性が希薄となる

1945 1972

アメリカ食
形態

肥満・高脂血症

脂質摂取増加

自殺増加：男性

（本土化）

糖尿病・若
年者の食塩

増加

日本食形態

日本統治 アメリカ統治 日本統治

沖縄らしい食もありつつも食の欧米化が進む 沖縄独特の料理から本土的な料理に転換地域に根ざした食材を基本とした食形態

アメリカによる統治開始

戦前 戦後 現在

日本復帰

社会経済的
環境の影響

沖縄の伝統
的な食形態

アメリカ食
形態日本食形態 日本食形態



承における視座構築について文献整理を行なった。 
沖縄県における伝統的な食文化の継承されてきている食事内容（図１）が、どのようなもので

あるのか検討した。その継承のあり方を文献から整理すると以下の通りにまとめられる。第一に
沖縄県の所得は日本国内で下位にある。夫婦が共に働く家庭において、伝統的な料理の調理方法
は簡便なものが多い。調理時間が長い料理は、夫婦が共に働く家庭で調理されていない。家庭の
中で継承されにくいものとなっている。第二に学校における栄養教諭や家庭科教諭の伝統的な
食文化の凝縮した郷土料理の認識は一定していない。 
今後の沖縄県における伝統的な食文化を継承の障壁は以下に集約できる。現時点において地

域性を確保できている伝統的な食文化は、家庭のなかに残されにくい環境にある。そして、核家
族化している状況で、世代間における食文化の継承は困難になっている。これらの検証が必要で
ある。 
（４）移民送り出し元における農業の現状：石垣島におけるサトウキビ農家の実態（研究の方法：
（３）の成果） 
沖縄県のサトウキビ生産は、農家の急速な高齢化や人材不足、経営規模の拡大に必要な農地整

備の遅れなど、多くの課題に直面している。石垣島は、沖縄県のサトウキビ生産において、宮古
島と本島沖縄に次いで 3 番目に高い産地である。この研究の目的は、沖縄県の離島である石垣
島を中心に、サトウキビ生産に関する現状と高齢農家による適切な施肥管理を考慮し、今後のサ
トウキビ生産を継続する可能性とその必要条件を検討することである。 
移民を送り出した地域において、労働力と経営の継続性から農業の集落における類似性を検

討する。石垣島のサトウキビ生産にかかわる状況を把握するために面接調査を実施した。面接調
査は労働力と経営の継承性から
みたグループ分けの中から代表
的なサトウキビ農家４戸を対象
にした。 
石垣島におけるサトウキビは、

労働力と経営の継続性によるグ
ループ分けからみて約半数の集
落が生産継続に問題を抱えてい
る（表３）。生産継続に問題のあ
る集落と、経営規模拡大を目指す集落が隣接する立地条件を持っている。耕作放棄地の増加を防
ぐには、土地の管理を経営規模拡大とする集落に属している農家に集積させる方向性を採って
いくことである。いかにして、サトウキビの生産力が落ちる集落を支えていくかに石垣島のサト
ウキビの安定的な生産継続につながるといえる。移民を送り出した頃も石垣島では農業で安定
した生活は厳しく、現在においてもそれは変わらないことがわかった。 
（５）分担者による成果（研究の方法：（１）、（２）、（４）の成果） 
①沖縄県の食文化のルーツ 
  沖縄県の食文化の影響を中国との関係からまとめた。それは琉球王国の中琉貿易を考察した
うえで、中琉貿易によって琉球王国から中国に輸出されたナマコやアワビ、フカヒレおよび昆布
を、そして中琉貿易による清国から琉球王国に輸出された中国社を中心に考察した。 
②穀物を軸としたバリューチェーンの構築：日本食に欠かせない醤油や味噌の調達を中心に 
 現地の沖縄県人会や対象者へのインタビュー結果からすると、１世の日系移民は現地での生
活を送るにあたり、日本食に必要な食材調達で苦労した。1900 年代前後の１世の世代は現地に
おいて日本食に欠かせない調味料はなく、現地の食事にあわせるしかなかった。移民１世が徐々
に生活に慣れ、現地の原材料で味噌を作り、その副産物であるたまりを醤油の代用品としていた。
これらの成果はサンパウロとブエノスアイレスの調査でとりまとめた文献において指摘した。
また、ブラジルのセラードにおける農業開発は、大豆を軸にしたバリューチェーンを構築した。
その内容は、セラード地帯でのアグリビジネス産品の全てが巨大なバリューチェーンを形成し、
川上の生産者、川中の加工企業、川篠の流通・物流および卸小売企業の他、種子、肥料、農薬、
農業機械等の農業関連産業まで多様な業種が関与して成り立った。 
（６）その他（研究の方法：（１）、（２）、（３）の成果） 
サンパウロ、ブエノスアイレス、リマ、サンタクルス、ラパスにおいて、日本の食事を提供す

る食堂において参与観察を実施した。日本食を提供する食堂は日系人のみならず現地の市民に
広く利用されており、日本の食事は現地に同化している。 
また移民を多く送り出した地域における食文化の現状を、沖縄県の西表島にてインタビュー

を実施した。また那覇市や石垣市の公設市場にて沖縄県民の食生活の実態について参与観察を
映像に記録をした。また、南米に多くの移民を送り出した広島県の食文化の現状について、広島
市や三次市にいて参与観察を実施し、映像の記録をした。 
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表３ The Actual Situation of the Main Fertilization Management
(unit: t/ha, the enforcement number of times, kg/ha)
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